
「新しいくすりができるまで～「治験」にまつわる話題を中心に～」

　※定員になり次第、締め切らせて
　　いただきます。

申込み期限　２月１９日（月）

2024 年２月２５日（日）

13:00 ～ 16:00（受付 12:30 ～）

　医薬品開発の現状と課題　「ドラッグロス」について　中前 修一 氏（武田薬品工業株式会社）
　大阪難病連が考える「患者市民参画」　大黒 宏司 氏（特定非営利活動法人大阪難病連 常務理事）

●会場へのアクセス
　OsakaMetro 谷町線「天満橋駅」または
　京阪電鉄「天満橋駅」下車　徒歩 10 分

主催

エル・おおさか 606 号室
〔大阪市中央区北浜東３－ 14〕

◆ ◆ ◆ 大 阪 難 病 相 談 支 援 セ ン タ ー 事 業 ◆ ◆ ◆

　　　　　府民のつどい × ＲＤＤ大阪　シンポジウム

お薬がいち早く届くためにお薬がいち早く届くために
　　私たちにもできること　　私たちにもできること

〔講演者〕 13:10 ～ 13:40
武田薬品工業株式会社   R&D ジャパンリージョン
ストラテジープランニングオフィス    中前 修一氏

製薬会社の開発部門での長年の経験を踏まえ、医薬品開
発について、特に「治験」とは何か？なぜ患者さんとの
連携が必要なのか？など、患者さんや市民の皆さんに
知っていただきたいことをわかりやすくお伝えします。

「難病領域における患者参画・市民参画」
〔講演者〕 13:40 ～ 14:10

特定非営利活動法人   ASrid 理事長
RDD 日本開催事務局    西村 由希子氏

研究開発における患者参画・市民参画という言葉
を、難病領域でも目にするようになってきました。
具体的にどのような活動がされているのか、今後
期待されていることなどをご紹介します。

第１部　第１部　基調講演基調講演

第２部　第２部　トピックス（話題提供） トピックス（話題提供）   14:25 ～ 14:5514:25 ～ 14:55

１

２

第３部　第３部　パネルディスカッション パネルディスカッション   15:10 ～ 16:0015:10 ～ 16:00

　パネルディスカッション「お薬がいち早く届くために私たちにもできること」

参加費 無料先着  50 名会 場 参 加 オンライン参加 先着 100 名


